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伊万里はちがめプランを培ってきた、歴史と風土、豊かな自然。
この貴重な財産を、未来の子供達へそのまま手渡したい･･･
このような願いをこめて
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①市民の税金で生ごみを焼却処分するのは
“もったいない”と気づいたから・・・

②料飲店・旅館組合・スーパーなど、商売
上で出す生ごみを、市民の税金で焼却し
てもらうのはおかしい・・・

市民と飲食・旅館組合の有志がなぜ生ごみの堆肥化に取り組んだのか
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①焼却経費

伊万里市の

燃えるごみ
焼却量

約３５㌧
（１日あたり）

焼却コスト

１㌧あたり３４,０００円
１年間３億５千万円

焼却残灰

１年間２,０００トン

情報収集・調査を行うことによって浮き上がってきた

生ごみを燃やすことによって発生する問題

●燃えるごみに含まれる生ごみの割合40％
●生ごみの水分含有量80％

●分別回収することによって28～30％の生ごみが削減可能
●焼却に使っていた大量の化石燃料の節約につながる。
●Ｃｏ２発生抑制による地球温暖化防止の効果。

②環境問題

伊万里市の環境センターと
焼却残灰処分場
自然に恵まれた伊万里でも
環境破壊は、進んでいる。

平成３年
伊万里市の人口

６万人
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生ごみ堆肥化を目指して微生物の培養実験

環境啓発活動と平行して、微生物の研究開発を実施、データーの蓄積を行い堆肥化プラントの建設準備を進める。
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種菌培養実験時の温度変化
０日 10日 20日 30日 40日 50日目

3月６日(土)
水　　　（×180ｃ ｃ ）12 20 15 25 5 25 30 22 40 40 15 30 35 10 15 20 30 15 15 8 25 15 20 20 12
オイル（×180ｃｃ） 10 3 10 10

水 ５１９×１８００ｃｃ＝９３，４２０ｃｃ

生ごみ オイル ３３×１８０cc＝５，９４０ｃｃ

天かす
おから
削り節
種菌
コーヒー
ぬか 水分調整材率 19÷38.71×100＝49.08％
もみがら

０日 10日 20日 30日 40日 50日目

水 10 25 18 20 20 15 15 15 15 20 15 20 20 20 20 25 25 30 35 35 30 25 25 20 16 15 18 5 10 12 10 10 20 10
オイル 10 10 10 10 10 10 3

3月２１日(土)
生ごみ 水 ６４４×１８０ｃｃ＝１１５，９２０ｃｃ

天かす オイル ６３×１８０ｃｃ=１１，３４０ｃｃ

おから
削り節
種菌
コーヒー
ぬか 水分調整材率 16÷56.4×100＝28.37％
もみがら
鋸くず

　５０℃

　５０℃
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10.6 3.3 25.9
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菌糸の発生

菌糸の発生

種菌培養実験時の温度変化
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平成12年1月生ごみ堆肥化実験プラントが完成
本格的実験の開始と大規模化に伴い発生する諸問題について研究を実施

（敷地面積２，７５１㎡ 生ごみ３トン／日量）

伊万里市が近い将来生ごみ堆肥化を政策として実施することを想定し、

実用化に向けた微生物による生ごみ堆肥化実証実験がスタートした。

現在、食品関連７１事業所・一般家庭生ごみステーション２７ヶ所

２５０世帯の協力で年間６５０㌧の生ごみを回収し３００㌧の良質な

堆肥を生産しています。
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